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未来を拓く

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　昨
年
1
月
、
私
は
市
長
と
し
て
の

2
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
初

め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
今
後
に

お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
期

待
や
要
望
に
応
え
、
ま
た
、
雲
仙
市

民
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
全
身
全
霊
で
職
務
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
決
意
を
新
た
に
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
4
月
に
は
、
新
た
な

市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
第
2
次
雲

仙
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
人

口
減
少
問
題
の
克
服
や
地
域
経
済
の

活
性
化
な
ど
、
雲
仙
市
に
お
け
る
地

方
創
生
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
出
発
の
年
と
な
っ
た
昨
年

の
本
市
の
主
な
市
政
の
動
き
と
し
ま

し
て
は
、防
災
・
安
全
の
分
野
で
は
、

熊
本
県
長
洲
町
と
「
災
害
時
相
互
応

年頭のごあいさつ

雲仙市長

金澤　秀三郎
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援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
災

害
発
生
時
の
相
互
応
援
体
制
を
構
築

い
た
し
ま
し
た
。

福
祉
の
分
野
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
の
保
護
者
に
対
す
る
経
済

的
負
担
軽
減
を
図
る
「
母
子
家
庭
等

児
童
助
成
事
業
」
や
、
産
後
間
も
な

い
母
子
へ
の
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
「
産
後
ケ
ア
事
業
」

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

産
業
の
分
野
で
は
、
県
営
圃
場
整

備
事
業
と
し
て
、
新
た
に
桃
山
田
地

区
及
び
宮
田
地
区
の
2
地
区
が
採
択

さ
れ
、
全
市
的
な
農
業
生
産
基
盤
の

強
化
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。
ま

た
、
雇
用
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
株
式
会
社
き
き
つ
青
果
様
と
立

地
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

観
光
・
交
流
の
分
野
で
は
、
国
立

公
園
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
拡

大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
環
境

省
が
進
め
る
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
長
崎
県
及
び
関
係
自

治
体
な
ど
で
取
り
組
む
「
雲
仙
航
路

復
活
に
よ
る
九
州
・
国
立
公
園
周
遊

促
進
事
業
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
島
原
の
乱
以
降
の
歴
史
的
情

勢
を
踏
ま
え
て
交
流
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
、
香
川
県
土
庄
町
と
の
友

好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

建
設
の
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
地

域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」
や
愛

野
町
か
ら
小
浜
町
間
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
随
時
、
国
・
県
を
は
じ
め
関

係
機
関
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
12
月
に
は
地
域
高
規

格
道
路
「
島
原
道
路
」
の
吾
妻
愛
野

バ
イ
パ
ス
が
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
の
分
野
で
は
、
8
月
末
を
も

ち
ま
し
て
、
吾
妻
愛
野
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
国
見
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
南
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
2
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
運
営
に
移
行
し
ま
し
た
。

行
政
の
分
野
で
は
、
6
月
に
国
見

新
庁
舎
を
供
用
開
始
す
る
と
と
も

に
、
庁
舎
整
備
と
併
せ
て
進
め
て
い

る
南
串
山
図
書
室
及
び
愛
野
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
工
事

に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
7
つ
の
町
の
合
併
に
よ
り

誕
生
し
た
雲
仙
市
は
、
こ
れ
ま
で
7

つ
の
町
が
培
っ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り

を
尊
重
し
、
ま
た
、
一
体
感
の
醸
成

を
図
り
な
が
ら
、
各
施
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
2
月
1
日
に
は
、「
雲

仙
市
市
民
憲
章
」
を
制
定
し
、
合
併

に
よ
り
誕
生
し
た
ま
ち
の
一
体
感
の

醸
成
と
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
、
市

民
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と

す
る
気
持
ち
を
表
現
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
11
月
に
は
、
雲
仙
市

の
さ
ら
な
る
一
体
感
の
醸
成
、
子
ど

も
達
の
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
市
民
か
ら
未
来
永
劫
歌
い

継
が
れ
る
こ
と
を
願
う
「
雲
仙
市
の

歌
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の「
雲
仙
市
市
民
憲
章
」と「
雲

仙
市
の
歌
」
で
は
、
市
民
、
自
然
、

風
土
な
ど
、
雲
仙
市
の
財
産
を
柱
と

し
、
雲
仙
市
の
未
来
を
切
り
開
き
、

築
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
今
後

に
お
い
て
も
本
市
特
有
の
こ
の
財
産

を
柱
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

現
在
、
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
経
済

の
活
性
化
、
人
口
減
少
問
題
の
克
服

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、 

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
政
治
、
経
済
、
地
域
等

に
お
き
ま
し
て
も
、
目
ま
ぐ
る
し
い

状
況
で
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

雲
仙
市
の
未
来
が
確
か
な
発
展
を

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
職
員

と
心
を
一
つ
に
合
わ
せ
、
全
庁
一
丸

と
な
っ
て
様
々
な
課
題
解
決
、
そ
し

て
政
策
立
案
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
雲
仙
市
の
将
来
像
「〝
つ

な
が
り
〟
で
創
る
　
賑
わ
い
と
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
協
働

し
、
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
課
題
解

決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ

ら
な
る
市
民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
明
る
く
希
望
に

満
ち
溢
れ
た
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

念
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平成29年雲仙市表彰式

　12月17日、吾妻町ふるさと会館において、平成29年雲仙市表彰式を行いました。各分野で特に功労ならびに
功績があった個人35人（うち家族1組）・3団体に表彰状と記念品を授与しました。各被表彰者は下記のとおり
です。

（敬称略）

【徳行功労】
社会福祉法人　雲仙会　
理事長　金子　壽重子	（小浜町）

【地方自治功労】
小田　孝明　　	 （国見町）
元村　康一　　	 （小浜町）
前川　治	 （愛野町）
松尾　文昭	 （愛野町）
深堀　善彰	 （国見町）
鵜殿　徳康	 （瑞穂町）
小筏　正治	 （国見町）
馬渡　孝一	 （小浜町）
𫝆村　日出夫	 （小浜町）
吉原　和喜	 （小浜町）
林田　祥之	 （愛野町）

【社会福祉功労】
大久保　良子	 （愛野町）
株式会社　にくせん	（国見町）

【産業功労】
平野  晴夫・恵子・昭太・香織
	 （千々石町）

【教育文化功労】
瑞宝太鼓	 （瑞穂町）

【保健・環境功労】
中村　ミツ子	 （千々石町）
草野　文代	 （千々石町）
木村　明里	 （南串山町）

【消防・防災・交通安全・防犯功労】
荒木　孝文	 （小浜町）
山本　清	 （国見町）
溝口　敏一	 （愛野町）
馬渡　功	 （吾妻町）
一ノ瀬　幸敏	 （小浜町）
田浦　則利	 （千々石町）
吉田　義久	 （小浜町）

谷川　平治郎	 （愛野町）

【特別賞】
酒井　仙次	 （国見町）
山本　杏里	 （国見町）
岩崎　貴之	 （吾妻町）
本多　優介	 （小浜町）
奥村　竜樹	 （小浜町）
野口　恭佑	 （千々石町）
松山　隆一	 （南串山町）
立石　天馬	 （瑞穂町）
内野　杏美	 （国見町）
岑　やえと	 （国見町）
内野　結心	 （国見町）

おめでとう
ございます
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第1回島原半島枝肉共励会において金賞受賞!

ながさき農林業大賞を受賞されました

平成29年度全国優良経営体表彰

第68回 長崎県民体育大会が開催されました

　10月に高知県で全国優良経営体表彰式が行われ、販売革新部門にお
いて、瑞穂町の長田郁夫さんが代表の「（有）長田製茶」が全国担い手
育成総合支援協議会長賞を受賞されました。
　この表彰は、意欲と能力のある農業者の一層の経営発展を図るため、
農業経営の改善や地域農業の振興・活性に優れた功績を挙げた農業者が
表彰されるものです。
　「（有）長田製茶」においては、地域茶業農業者と摘採・製茶作業を共
同化し、製茶体制整備によるコスト低減や新鮮な茶葉を最短で加工する
など品質向上に取り組まれ、あわせて商品販売までの一貫経営を実践さ
れており、今回の受賞となりました。

　11月22日、佐世保食肉センターにおいて、和牛肥育農家の技術の向
上と発展を目的とした、島原半島枝肉共励会主催の第1回島原半島枝肉
共励会がおこなわれました。島原半島3市より黒毛和種39頭（去勢32
頭　メス7頭）が出品され、平野幸一さんの枝肉が最高位の金賞を受賞
しました。
� （敬称略）

　平成29年度ながさき農林業大賞において、花き部門で、平野晴夫・恵子・昭太・香織様が「農林水産大臣賞」
および「長崎県知事賞」を、産地集団部門で、島原雲仙農業協同組合南串レタス部会様が「運営委員会長賞」
を受賞され、11月18日、長崎市において表彰式が行われました。
　今回の受賞は、地域の特性を生かした先進的な農林業を展開され、成果を上げられていることに対し高い評
価を受けたものであり、本市の農林水産業の振興に繋がるものと期待されています。

　11月11日・12日、県下各地で第68回長崎県民体育大会が開催されました。本市からは20競技に503人が出
場し、熱戦を繰り広げました。第3位までに入賞された選手の皆さんを紹介します。（敬称略）
団　体
順　位 競　技　名 種　　　目
優　勝 弓　道 女子（遠的）
準優勝 バレーボール 一般男子

剣　道 成年男子

第３位

バスケットボール 一般男子30歳以上
一般男子40歳以上

卓　球 一般男子
壮年男子

サッカー 30歳以上
50歳以上

ゲートボール 男女
グラウンド・ゴルフ 女子

個人
順　位 競技名 種　　　目 選　手　名
優　勝 レスリング 84ｋｇ級 川内　崇寛

準優勝

陸　上 女子40～49歳
砲丸投げ 林田　美香

弓　道 女子(遠的) 前田　友江
レスリング 74ｋｇ級 渡辺　悠生
水　泳 30歳以上女子

平泳ぎ50ｍ 梅津　由理

第３位

陸　上 男子30～39歳
100ｍ 杉澤　栄治

弓　道 女子(近的) 前田　友江
レスリング 60ｋｇ級 小林　哲也
水　泳 30歳以上女子

バタフライ50ｍ 梅津　由理

金賞 平野幸一 千々石町

銀賞 荒木良平 同

銅賞 小川博信 千々石町

銅賞 平野幸一 同
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思春期教室を開催しました

第9回雲仙市民ウォーキング大会が
行われました

小浜小学校5年生による餅つき体験

100回目のハッピーバースデー♪

第43回愛野町子ども会大会

　11月14日に国見中2年生、28日に千々石中3年生を対象に、「思春期教室」
を開催しました。助産師の佐藤信子さんを講師に迎え、男女の恋愛に対する
気持ちの違いや、性感染症、妊娠や人工妊娠中絶などについてお話していた
だきました。
　参加した生徒の感想を一部ご紹介します。

　11月23日、すがすがしい秋の陽気に包まれたこ
の日、第9回雲仙市民ウォーキング大会が開催され
ました。子どもから大人
まで約60人が、吾妻町
の干拓地を中心とした約
6km のコースを、会話
や景色を楽しみながら歩
きました。

　11月28日小浜小学校5年生の児童が同小学校で
餅つき体験をしました。もち米は同小5年生が田植
えから稲刈りまで体験し収穫したもの。児童たち
は自らの力でついた餅を食べ「お米作りを通して
自然の大切さを学んだ」と話してくれました。こ
の一連の体験学習は、農作業の大切さを体験して
もらおうと活動を行う「小浜山彦の会」（森田勝二
代表）の協力のもとで実施。山彦の会副代表の吉
岡誠一さんは「自分たちは自然の恵みを受けて生
きているということを農作業を通して学んでほし
い。私たちの活動がその手助けになれば幸いだ」と
おっしゃっていました。

　岩本スギノさんが
100歳を迎えられま
した。
　どうぞこれからも
健康で長生きされ、
幸せにお過ごしくだ
さい。

　11月5日、愛野小学校体育館において、第43回
愛野町子ども会大会が行われました。この大会は
各単位子ども会会長19人の中学生が中心となって
毎年運営している事業で、今年は19地区の子ども
会から約330人の小・中学生が出場。
　競技には個人戦と子ども会対抗があり、各チー
ム学年を越えて一致団結で交流を深めました。入
賞チームは以下のとおりです。

僕たちは元気よく産声をあげ
て産まれることができたけ
ど、中には産声をあげられず
に産まれてきた人もいるか
ら、これから自分の命も人の
命も大切にしていきたい。

私たちが生まれてこれて、ふつうに
生活できているのは、とても奇跡
的ですばらしいことだと思った。
私は自分のことが少し好きになりま
した。さらに親たちのことも大好き
になりました。

性的接触や赤ちゃんができ
ることに対する考え方は
違っていて、それでも一人
ひとりが「命」を考えるこ
とが大切だと感じた。

岩本スギノさん（吾妻町）

総合優勝 サン・コーポラス子ども会
総合２位 迫子ども会
総合３位 浜口子ども会
壁新聞コンクール最優秀賞 舟津子ども会
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雲仙市親睦囲碁大会が開催されました

川床小学校研究発表会

「民謡をたずねて」公開収録を実施しました

大人の体力年齢測定会を実施しました

火災予防グラウンドゴルフ大会開催

　11月19日小浜町南本町公民館において雲仙市親睦
囲碁大会（第5回団体戦）が開催され、40人余りが
熱戦を繰り広げました。大会結果は以下のとおりで
す。（敬称略）

　川床小学校が、市教育委員会と県教育委員会の研
究指定を受け、「豊かな関わりを通して自己を見つめ、
よりよく生きようとする児童の育成」というテーマ
のもと、「特別な教科　道徳」の研究を進めてきました。
　小学校で来年度（中学校では再来年度）から本教
科が完全実施されるのを前に、その研究成果の発表
会を11月10日に行いました。
　発表会では、市内外から100人を超える参加者が
集まり、1年生および5・6年生（複式学級）の授業
参観や、その後の協議を通して、「子どもたちが考え
議論する道徳の授業」について学び合いました。

　11月25日、ハマユリックスホール開館20周年を
記念し、NHKのラジオ番組「民謡をたずねて」の公
開収録を実施しました。日本を代表する民謡歌手の
皆さんに、長崎にゆかりのある民謡をはじめ、全国
の素晴らしい民謡を披露いただきました。日本人の
心に響く民謡の奥深さをぜひ放送でもお楽しみくだ
さい。
【放送予定日】1月27日、2月3日・10日いずれも土
曜　午後0時30分～55分　NHKラジオ第一、FM、
国際放送

（※都合により放送日
時が変更になる場合が
あります。予めご了承
ください。）

　11月21日、20歳以上の人を対象に体力年齢測定
会を実施しました。この測定会は毎年秋に実施して
おり、35人が筋力など6項目の能力を測定し体力年
齢を確認しました。予想以上に体力が落ちていたり、
現在の実年齢よりも
体力年齢が若かった
りと、結果はさまざ
まで、生活習慣の振
り返りができるいい
機会となりました。

　11月15日、小浜マリンパークにて火災予防グラウ
ンドゴルフ大会があり、約80人が和気あいあいとプ
レーを楽しみました。この大会は、楽しみながら防
火意識を高めてもらおうと県央地域危険物安全協会
小浜支部が昨年から開いており、小浜消防署管内の
吾妻町から南串山町までの16チームが参加。プレー
を楽しんだ後は、消火体験を行い、参加者は署員か
ら消火器の使い方などを学びました。

優勝
愛野町チーム
田尻虎夫、本村喜克、瀬崎拓男、
宮崎博康、馬場　歩

準優勝
国見町（B）チーム
永代秀二郎、坪田友香、小田鶴雄、
石田弘幸、坪田美咲

第3位
小浜町チーム
原田利光、児島雄洋、三好祐二、
山下晏弘、津田利昭
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小浜を虹色に染めよう 小浜中学校吹奏楽部が銀賞受賞
　11月25日、小浜町の小浜温泉公園で、秋の彩展「小
浜を虹色に染めよう」が行われました。これは市民
団体「小浜ば花いっぱいにすうで」（城谷雅司代表）
が毎年開催し、今回22回目。この日は子どもたち約
60人がTシャツやシーツに豊かな感性で絵を描き、
芸術に親しみました。子どもたちは「色がたくさん
あって楽しかったです」などと笑顔で話してくれま
した。

　11月19日、大阪市の大阪城ホールにて第30回全
日本マーチングコンテストが開催され、小浜中学校
が銀賞を受賞しました。大会には全国各地で予選を
通過した25校（九州は4校）が出場。参加団体の多
くが60～80人で演奏する中、同吹奏楽部は29人と
いう少数編成で、笑顔いっぱいの演奏を披露しました。

第11回雲仙市産業まつりの様子

雲仙の風景
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と

ホッ
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保育所（園）・認定こども園「現況届兼施設利用申込書」の提出について
　現在、市内の保育所（園）・認定こども園を利用中で、平成30年度も引き続き利用を希望される場合は、

「現況届兼施設利用申込書」の提出が必要です。必要事項をご記入の上、書類を揃えて期間中に提出して
ください。ご不明な点は、子ども支援課へお気軽にご相談ください。
受付期間：1月15日（月）　～　2月2日（金）
受付場所：子ども支援課、総合窓口課、各総合支所地域振興課
提出書類：手続きに必要な書類については、該当世帯に送付します。
　「現況届兼施設利用申込書」は、現在利用中の園を平成30年度《新年度》も引き続き継続して利用す
るための申込書になりますので、2・3号希望の人は、4月1日以降の保育が必要な理由を証明する書類
を提出してください。
認定に変更がある場合
　認定区分または認定期間や認定理由などが4月から変更になる場合は、「現況届兼施設利用申込書」と

「支給認定変更申請書」の提出が必要です。
転園を希望する場合
　4月から他園へ転園をする場合は、現況届の提出は必要ありません。「保育所等利用申込書」を提出し
てください。退所届の提出も必要です。
　※認定こども園を退所する場合は、退所届は認定こども園に提出してください。
問 子ども支援課　☎36-2500

早寝早起き朝ごはん出前講座を開催
　11月9日、土黒保育園で「早寝早起き朝
ごはん出前講座」を開催しました。当日は
25人の保護者が参加され、睡眠のリズムと
役割、夜更かしのリスク、早寝早起きする
ためのポイント、朝ごはんの効果について
の講話や、簡単朝ごはんレシピの紹介をし
ました。
参加された保護者の感想
　同じ時間に起きられても寝る時間がバラ
バラになってしまうことがありました。3
つのホルモンの大事さを改めて知れたので、
早めに寝られるように家族全員で取り組ん
でみようと思います!!

　自分の家事が早く終わらない日などは子
どもを寝かせるのが遅くなる傾向がありま

す。子どもの成長に関
わることなので、規則
正しい生活リズムを子
ども達に送らせること
を優先して、生活して
いきたいと思います。

パパママひろばを開催
　11月18日、愛野保健福祉センターで「パパママひろば」を
開催しました。当日は10人の妊婦さんと4人のパパが参加。
パパたちには、赤ちゃん人形を使ったお風呂の練習や、妊娠
シュミレーターを着用して妊婦体験をしていただきました。

参加者の感想
　何も知らなかったので、すべてが
勉強になりました。忘れないように
します。

　同じような境遇の人たちと交流が
でき、明るい気持ちになれました。助産師
さんのお話が心強く、来て良かったです。

次回は、2月15日（木）開催です。
場所：愛野保健福祉センター
時間：午後1時～4時
持参するもの：母子健康手帳
　初めて出産を迎える方はもちろん、2人
目3人目の方など、たくさんのご参加をお
待ちしています。（妊婦さんだけ、パパだけ
での参加もできます。）
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歳 出
296億5,446万6千円
81億5,169万1千円
4億8,518万8千円
7億1,364万3千円
9億9,183万7千円
1億5,739万1千円
1,007万8千円

401億6,429万4千円

歳 入
311億3,028万2千円

81億5,772万円
4億8,596万2千円
7億6,789万2千円
10億　430万3千円
1億6,074万2千円
1,142万9千円

417億1,833万円

会 計 区 分
一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
国民宿舎事業特別会計
温泉浴場事業特別会計
合 計

5億5,472万3千円
5,095万7千円

4億5,115万7千円
4億7,900万3千円

収 入
収益的収入
資本的収入

支 出
収益的支出
資本的支出

【水道事業会計】

億
万 千円

（対前年度比4.2％増）

億
万 千円

（対前年度比3.3％増）

一般会計 歳出

一般会計 歳入

地方交付税　（42.4%）
132億753万3千円

市債（8.9%）
27億6,750万円

国庫支出金（13.0%）
40億4,724万3千円

昨年度の雲仙市は、どんな事にお金を使ったのでしょうか？ 問　財政課　☎38-3111

市の貯金と借金（平成28年度末現在）
基金残高（貯金） 市債残高（借金）
231億6,854万4千円 213億3,410万1千円

平成28年度　雲仙市の決算状況

自主財源（21.5％）

依存財源（78.5％）

公債費（13.6%）
40億1,945万1千円
市債（借金・ローン）の返済
・元金の償還金
・利子の償還金

衛生費（7.7%）
22億9,561万3千円
健康づくりや環境衛生など
・健康診断
・予防接種
・ごみ処理費用　など

その他（1.9%）
5億7,430万2千円
議会運営や災害復旧など

※H29.3.31末人口:44,837人より算出
※実際の額とは異なります。

平成28年度 一般会計決算を
市民１人あたりに換算すると？

県支出金（10.9%）
33億5,536万7千円

市税（12.7％）
39億4,905万5千円

地方譲与税、
各種交付金など（3.3%）
10億6,075万6千円

分担金および負担金（0.5％）
1億5,896万9千円

使用料および手数料（0.8％）
2億6,158万1千円

繰入金、諸収入など（3.7％）
11億3,763万4千円

繰越金（3.8％）
11億8,464万4千円

土木費（7.2%）
21億4,310万7千円
道路・水路や住宅の整備など
・道路の新設・改良
・河川改修
・市営住宅の管理　など

農林水産業費・
商工費（13.2%）
39億3,557万円
農林水産業、商工業、
観光の振興など
・農道や用水路の整備
・基盤整備
・後継者育成
・中小企業者への
　資金貸付
・企業誘致
・観光イベント
　開催補助　など

教育費（6.1%）
18億1,467万3千円
学校教育や生涯学習・
スポーツ振興など
・小中学校や公民館、スポーツ
　施設の運営・管理
・各種講座・講演会の開催
・文化財の保護　など

民生費（33.4%）
98億8,010万9千円
福祉サービスなど
・高齢者・障害者支援
・保育所の運営費負担　
　など

消防費（3.6%）
10億6,723万5千円
消防・防災など
・消防署運営費の負担
・消防団の活動費用
・防火水槽の整備　など

総務費（13.3%）
39億2,440万6千円
行政活動の共通的な管理
運営や企画調整など
・自治会活動の支援
・定住促進
・市有地・建物の管理
・選挙経費　など

（
※
１
）
市
税
を
は
じ
め
、
市

が
独
自
に
収
入
で
き
る
お
金

で
す
。

（
※
２
）
国
や
県
か
ら
も
ら
う

お
金
や
、
借
金
に
よ
っ
て
ま

か
な
う
お
金
で
す
。

国や県からもらうお
金や借金などの依存
財源は、なんと全体
の78.5%にもな
るよ!
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132億753万3千円

市債（8.9%）
27億6,750万円

国庫支出金（13.0%）
40億4,724万3千円

昨年度の雲仙市は、どんな事にお金を使ったのでしょうか？ 問　財政課　☎38-3111

市の貯金と借金（平成28年度末現在）
基金残高（貯金） 市債残高（借金）
231億6,854万4千円 213億3,410万1千円

平成28年度　雲仙市の決算状況

自主財源（21.5％）

依存財源（78.5％）

公債費（13.6%）
40億1,945万1千円
市債（借金・ローン）の返済
・元金の償還金
・利子の償還金

衛生費（7.7%）
22億9,561万3千円
健康づくりや環境衛生など
・健康診断
・予防接種
・ごみ処理費用　など

その他（1.9%）
5億7,430万2千円
議会運営や災害復旧など

※H29.3.31末人口:44,837人より算出
※実際の額とは異なります。

平成28年度 一般会計決算を
市民１人あたりに換算すると？

県支出金（10.9%）
33億5,536万7千円

市税（12.7％）
39億4,905万5千円

地方譲与税、
各種交付金など（3.3%）
10億6,075万6千円

分担金および負担金（0.5％）
1億5,896万9千円

使用料および手数料（0.8％）
2億6,158万1千円

繰入金、諸収入など（3.7％）
11億3,763万4千円

繰越金（3.8％）
11億8,464万4千円

土木費（7.2%）
21億4,310万7千円
道路・水路や住宅の整備など
・道路の新設・改良
・河川改修
・市営住宅の管理　など

農林水産業費・
商工費（13.2%）
39億3,557万円
農林水産業、商工業、
観光の振興など
・農道や用水路の整備
・基盤整備
・後継者育成
・中小企業者への
　資金貸付
・企業誘致
・観光イベント
　開催補助　など

教育費（6.1%）
18億1,467万3千円
学校教育や生涯学習・
スポーツ振興など
・小中学校や公民館、スポーツ
　施設の運営・管理
・各種講座・講演会の開催
・文化財の保護　など

民生費（33.4%）
98億8,010万9千円
福祉サービスなど
・高齢者・障害者支援
・保育所の運営費負担　
　など

消防費（3.6%）
10億6,723万5千円
消防・防災など
・消防署運営費の負担
・消防団の活動費用
・防火水槽の整備　など

総務費（13.3%）
39億2,440万6千円
行政活動の共通的な管理
運営や企画調整など
・自治会活動の支援
・定住促進
・市有地・建物の管理
・選挙経費　など

（
※
１
）
市
税
を
は
じ
め
、
市

が
独
自
に
収
入
で
き
る
お
金

で
す
。

（
※
２
）
国
や
県
か
ら
も
ら
う

お
金
や
、
借
金
に
よ
っ
て
ま

か
な
う
お
金
で
す
。

国や県からもらうお
金や借金などの依存
財源は、なんと全体
の78.5%にもな
るよ!
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雲仙市
男女共同参画
センター
（政策企画課内）
 　☎３8-３１１１

問

くらしの情報通信
雲仙市消費生活センター　☎0957-38-7830

Case 10 『SMSの架空請求には
　　　　　　　応じないで』

今月のテーマ

食
しょっ

改
かい

さんの活動紹介
塩分濃度計とは？

塩分濃度の経年結果

活動の様子を紹介
（ひかえめ塩分・たっぷり野菜プロジェクト）

　食生活改善推進員（通称：食改さん）は、「私達の健
康は私達の手で」をスローガンに、食を通じた健康づ
くりのボランティア活動を行っています。
　雲仙市は全国と比較して血圧の高い人が多い地域で
す。食改では高血圧予防・改善の取り組みの一環で、

『ひかえめ塩分・たっぷり野菜プロジェクト』に取り組
んでいます。昨年度は、市内358人の家庭を訪問し、
みそ汁などの汁物の食塩濃度測定と食事に関するアン
ケート調査を実施しました。

　みそ汁など汁物の塩分濃度を測定し、塩
分の取りすぎていないか確認することがで
きます。

問　健康づくり課　☎36-8911

H27年度 H28年度

人数 ％ 人数 ％

塩
分
濃
度

薄味 0.7％以下 86 27% 101 28%

標準 0.8～0.9％ 114 36% 150 42%

やや濃味 1.0～1.1％ 77 25% 79 22%

濃味 1.2％以上 35 11% 27 8%

未回答 1 0% 1 0%

合　計 313 100% 358 100%

H27年度 H28年度

0.86 0.84

H27年度と比較する
と、「やや濃味」と「濃
味」の割合が減少して
いました。

平均塩分濃度（％）

H27年度と比較する
と、調査した約300
人の平均塩分濃度割
合は、0.02％減少し
ていました。

濃味じゃないかな～？

（食改さん）
標準濃度は0.8％

ですよ～。 我が家の味付けが気になる
人は、お近くの食改さんに
お声かけください！

家庭や職場を訪問し塩分濃度測定を行い、日頃の食事を食改さんと一緒に振り返りました。

塩分濃度は標準～
薄味の人が増えて

います
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雲仙市
男女共同参画
センター
（政策企画課内）
 　☎３8-３１１１

問

くらしの情報通信
雲仙市消費生活センター　☎0957-38-7830

Case 10 『SMSの架空請求には
　　　　　　　応じないで』

今月のテーマ

　旭芳郎先生の数々の災害ボランティアに参加された実体験に基づくお話と、防災
シュミレーションゲーム、クロスロードをとおして災害に対して備える心を身につけ
るための講座です。

【日時】 1月20日（土）午後1時～3時
【場所】 千々石町公民館講堂
【費用】 無料
【定員】 50人（先着順）
【申込期間】 1月4日（木）～17日（水）
【申込・問合せ】
雲仙市男女共同参画センター

（政策企画課内）
☎38-3111

災害時あなたはどうする？
男女共同参画で地域の防災力を高めよう～雲仙市男女共同参画講座のお知らせ～

　
後
を
絶
た
な
い
架
空
請
求
の
相
談
。

最
近
、
S
M
S
※
を
利
用
し
て
「
有

料
動
画
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
が
未
納

に
な
っ
て
い
る
。
今
日
中
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
、
法
的
措
置
に
入
る
」
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て
き
た
、

と
い
う
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ヤ
フ
ー
や
ア
マ
ゾ
ン
、
D
M
M
、
楽

天
と
い
っ
た
実
在
す
る
大
手
企
業
の

名
を
か
た
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、

連
絡
し
て
く
る
よ
う
促
し
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
企
業
が
S
M
S
を
使
っ

て
料
金
請
求
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
S
M
S
は
電

話
番
号
で
や
り
取
り
を
す
る
た
め
、

11
桁
の
数
字
を
組
み
合
わ
せ
る
だ
け

で
、
不
特
定
多
数
の
人
に
送
信
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
特
定
の
誰
か
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
と
い
う
よ
り
、

連
絡
し
て
き
た
人
物
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
て
金
銭
を
要
求
す
る
手
口
で
す
。

※
S
M
S
…
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
の
略
。
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
話
番
号
を
利

用
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
。

　
こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、「
法
的
措
置

に
入
る
」
と
い
っ
た
脅
し
文
句
に
惑

わ
さ
れ
ず
、
根
拠
が
不
明
瞭
な
請
求

に
は
決
し
て
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
無
視
し
て

よ
い
か
判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
連

絡
を
せ
ず
、
無
視
す
る
こ
と
が
最

善
策
で
す
。
無
視
す
る
こ
と
が
不

安
な
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

講師　旭　芳郎　先生
日本防災士会長崎県支部長
日本防災士会九州ブロック支部連絡協議会会長
NPO法人島原ボランティア協議会理事
長崎県学校防災アドバイザー
長崎県防災会議委員
長崎県災害ボランティア連絡会委員
平成28年度「防災功労者・防災大臣表彰」受賞

防災シュミレーションゲームクロスロード
　阪神・淡路大震災で、災害対応にあたった神
戸市職員へのインタビューをもとに作成された、
カードゲーム形式の防災教材です。
　災害時、日常生活では思いもよらないような

「決断すべき場面」に遭遇します。グループで
決断の「分かれ道」について話し合うことによ
り、災害を「我が事」として考えることができ
るのと同時に、自分とは異なる意見や価値観に
も耳を傾け、楽しくかつ真剣に防災について学
ぶことができます。

法
的
手
続
き
な
ん
て

大
変
だ
!!

身
に
覚
え
が
な
い
け
ど
、

連
絡
し
よ
う
。

※いずれも実際の画像

13 ● 広報うんぜん
平成30年1月



バ
ッ
ク
の
ア
ミ
は
基
本
月
カ
ラ
ー
■
50
％
と
■
20
％
で
す
が
、最
近
は
■
10
0％
と
■
25
％
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
の
ア
ミ
は
特
殊（
12
月
）月
カ
ラ
ー
■
10
0％
［
白
抜
き
文
字
あ
り
］と
■
25
％

休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医

1月
　
健
康
テ
レ
ホ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
崎
県
保
険
医
協
会

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】 
☎
0
1
2
0－
5
5
5－
2
0
3

【
長
崎
】 
☎
0
9
5－
8
2
6－
5
5
1
1

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談（
P
H
S、
IP
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
電
話
相
談

市
教
育
委
員
会「
親
子
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
96
－
79
47

市
福
祉
事
務
所「
家
庭
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
92
8－
47
1

県
教
育
委
員
会「
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
」 
☎
01
20
－
0－
78
31
0

市
教
育
委
員
会「
親
子
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
96
－
79
47

市
福
祉
事
務
所「
家
庭
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
92
8－
47
1

県
教
育
委
員
会「
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
」 
☎
01
20
－
0－
78
31
0

県
医
療
政
策
課「
小
児
救
急
で
ん
わ
相
談
」（
午
後
6時
～午
前
8時
、日
祝
日
全
日
）  ☎
＃
80
00

県
南
保
健
所
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、月
～
金
　
祝
日
除
く
）  

☎
09
57
－
62
－
32
89

（
診
療
時
間
／
午
前
9時
～
12
時
）

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
は
、携
帯
電
話
か
ら
の
通
話
が
で
き
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

1日 2日 3日 7日
7777

1

島
原
市

南
串
山

島
原
市
 

南
串
山

島
原
市

小
浜
町

島
原
市

小
浜
町

62
-4
74
5

88
-3
21
5

64
-6
48
0

88
-3
80
0

62
-3
01
6

74
-5
10
0

62
-2
90
1

74
-5
67
8

喜
多
歯
科
医
院

馬
場
歯
科
医
院

高
城
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

広
田
歯
科
医
院

山
口
歯
科
医
院

萩
尾
歯
科
医
院

い
な
だ
歯
科

小
浜
み
や
も
と
歯
科
医
院

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

8日 14
日

21
日

28
日

島
原
市

小
浜
町

島
原
市

千
々
石
町

島
原
市

千
々
石
町

島
原
市

千
々
石
町

62
-4
42
7

75
-0
28
1

62
-7
30
0

37
-2
00
7

63
-7
61
6

37
-2
12
1

62
-4
57
9

37
-2
81
8

寺
田
歯
科
診
療
所

津
田
歯
科
医
院

み
や
ざ
き
歯
科

永
田
歯
科
医
院

大
岡
歯
科
医
院

天
野
歯
科

大
場
歯
科
医
院

城
代
歯
科
医
院

甲
状
腺
機
能
低
下
症

突
き
指
　
　
指
の
け
が
は
、花
よ
り
団
子！

小
児
の
救
急
シ
リ
ー
ズ
②
腹
痛

眼
底
検
査
に
つ
い
て

薬
物
依
存
に
つ
い
て

若
い
女
性
に
多
い
子
宮
頸
が
ん
は
予
防
で
き
ま
す

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土・
日
曜
日

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　
き
ら
り
あ

※
一
般
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
祝
日・
年
末
年
始
除
く
）

　
女
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
男
性
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
毎
月
第
２・
４
水
曜
日
　
午
後
６
時
～
午
後
９
時

　
男
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

家
庭・
職
場・
人
間
関
係

な
ど
に
関
す
る
電
話
相
談

一
般
相
談
窓
口
 
☎
09
5‒
82
2‒
47
30

男
性
相
談
窓
口
 
☎
09
5‒
82
5‒
96
22

■
市
県
民
税（
第
4期
）

■
国
民
健
康
保
険
税（
第
7期
）

　
納
期
は
、1
月
31
日（
水
）で
す
。

■
市
県
民
税（
第
１
期
）

　
納
期
は
、6
月
30
日（
金
）で
す
。

今
月
の
税

 日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
  

1 
2 

3 
4 

5 
6

 7
 

8 
9 

10
 

11
 

12
 

13

 1
4 

15
 

16
 

17
 

18
 

19
 

20

 2
1 

22
 

23
 

24
 

25
 

26
 

27

 2
8 

29
 

30
 

31

　
　 　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

　 　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

　 　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

●
平
成
3
0
年
雲
仙
市
成

人
式（
午
後
2時
～
、ハ

マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
）

●
障
害
者（
児
）巡
回
歯

科
診
療（
午
前
1
0
時

3
0
分
～
、
県
南
保
健

所
）※
詳
細
Ｐ
20

●
雲
仙
市
消
防
出
初
式

　（
午
前
9
時
3
0
分
～
、

小
浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
）

　

　 　
中
村
眼
科
医
院

　（
愛
野
町
36
-1
06
0）

　
木
戸
医
院

　（
小
浜
町
74
-2
04
6）

　 　
愛
野
診
療
所

　（
愛
野
町
36
-0
00
9）

　
城
代
医
院

　 （
千
々
石
町
37
-2
03
2）

●
行
政
相
談（
午
後
1時
～
4

時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
遺言
・契
約等

法律
相談
（午

後1
時～
4時
、吾
妻町
ふる
さと
会館

）
●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　 （
千
々
石
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
行政
相談
（午
前9
時3
0分
～正

午、
国見
総合
福祉
セン
ター
）

●
行
政
相
談（
午
後
1時
～

4
時
、小
浜
総
合
支
所
・

南
串
山
総
合
支
所
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　 （
吾
妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練（
午

前
10
時
～
午
後
2時
、愛
野
保

健福
祉セ
ンタ
ー）
※詳
細Ｐ
20

●
人
権
よ
ろ
ず
相
談
(午
前
9時

～
正
午
、国
見
町
文
化
会
館
）

●
行
政
相
談（
午
前
9時
～

正
午
、瑞
穂
総
合
支
所・

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　 （
小
浜
町
南
本
町
公
民
館
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
小
浜
町
南
本
町
公
民

館
）

●
障
害
者（
児
）巡
回
歯

科
診
療（
午
前
1
0
時

3
0
分
～
、
県
南
保
健

所
）※
詳
細
Ｐ
20

　

●
タ
ッ
プ
と
ジ
ャ
ズ
の
コ

ン
サ
ー
ト（
午
後
3
時

～
、吾
妻
町
ふ
る
さ
と

会
館
）

　
松
尾
胃
腸
科
外
科
医
院

　（
国
見
町
78
-1
00
0）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

●
雲
仙
市
中
学
校

　
総
合
体
育
大
会

　（
球
技
、武
道
）2
日
目

　
松
本
内
科
医
院

　（
国
見
町
65
-3
33
3）

　
松
島
外
科

　（
小
浜
町
74
-4
38
8）

●
障
害
者
巡
回
相
談（
午

後
1
時
3
0
分
～
4
時
、

国
見
総
合
支
所
）※
詳

細
Ｐ
20

●
2歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査（
吾
妻
保
健
セ
ン

タ
ー
）

●
２
歳
児
親
子
歯
科
健
康
診

査・
妊
産
婦
歯
科
健
診（
午
後

１時
～
、午
後１
時１
５分
～
、

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
行政

相談
（午

前９
時３
０分
～正

午、
国見

総合
福祉
セン
ター
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～４

時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練（
午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
、愛
野
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）※
詳

細
Ｐ
20

　
●
行
政
相
談（
午
後
1時
30
分

～
4時
、愛
野
総
合
支
所
）

●
3歳
児
健
康
診
査（
南
串

山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
障
害
者（
児
）巡
回
歯

科
診
療（
午
前
1
0
時

3
0
分
～
、
県
南
保
健

所
）※
詳
細
Ｐ
20

　

●
コ
ミ
ュ
カ
U
P
カ
レ
ッ
ジ

（
午
後
4時
～
、吾
妻
町

ふ
る
さ
と
会
館
）

　
梅
津
医
院

　（
国
見
町
78
-5
15
6）

　
木
戸
眼
科

　（
小
浜
町
74
-3
22
2）

●
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

in
雲
仙
市
商
工
会（
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時

3
0
分
、雲
仙
市
商
工

会
小
浜
支
所
）※
詳
細

P
25

●
2歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査（
国
見
町
文
化
会

館
ま
ほ
ろ
ば
）

●
創
業
・
起
業
支
援
相
談

会（
午
後
2
時
～
4
時
、

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会

館
）※
詳
細
P
21

　
●
3
歳
児
健
康
診
査（
瑞

穂
町
公
民
館
）

●
就
職
支
援
相
談
会（
午

前
1
0
時
3
0分
～
午
後

4時
20
分
、吾
妻
町
ふ

る
さ
と
会
館
）※
詳
細

P
21

●
2歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査（
小
浜
町
南
本
町

公
民
館
）

●
障
害
者（
児
）巡
回
歯

科
診
療（
午
前
1
0
時

3
0
分
～
、
県
南
保
健

所
）※
詳
細
Ｐ
20

　

　 　
本
田
医
院

　（
国
見
町
78
-2
76
8）

　
副
島
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　（
小
浜
町
74
-3
70
0）

　
●
3歳
児
健
康
診
査

　（
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

　
　

　
　

12
11
10
9月

日1月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
12
月
の
対
象
/H
27
.1
2～
H
28
.7

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

文
化
の
日体
育
の
日

成
人
の
日

元
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●

12
日（
火
）～
16
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診（
小
浜
体
育
館
）　
※
詳
細
P1
3

●
第
8回
雲
仙
市
民
音

楽
祭（
午
後
1時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯・
YO
Uマ
ラソ

ン
大
会（
午
前
9時
～）

体
育
の
日

建
国
記
念
の
日

勤
労
感
謝
の
日

天
皇
誕
生
日

山
の
日 昭
和
の
日

春
分
の
日

敬
老
の
日

秋
分
の
日

※
遺
言・
契
約
等
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
受
付
/午
後
1時
～
1時
15
分
）

●
午
前
の
相
談（
受
付
/午
前
9時
30
分
～
10
時
30
分
、1
月
の
対
象
/H
29
.1

～
H
29
.8
生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。（
受
付
/午
後
1時
30
分
～
1時
45
分
）

●
の
お
問
合
せ
は
、総
合
窓
口
課
地
域
振
興
班（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
くだ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

医医 医医医 医医医

医医医医

医医

医医



UNZEN
市民講座

『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか?
申込み受付は、平日午前9時〜午後5時までです。
皆さんのご応募お待ちしています。

【日　時】　�1月27日、2月3日、17日、3月10日、
17日　いずれも土曜　午後2時～4時

【対　象】　一般、中高生　【定�員】　15人　【費�用】　無料
【講　師】　柴﨑 澄保 氏 （長崎県美術協会評議員）　　
【持参品】　油彩道具一式、水彩道具一式（画用紙は四つ切）
【場　所】　千々石町公民館　
【申込先】　千々石町公民館　☎0957-37-2520
【申込期間】　1月9日㈫～23日㈫

　油彩・水彩、どちらか希望の手法で人物画を描きます。構図、
デッサン、彩色などのポイントを学んで楽しく描きましょう。

絵画教室
～油彩・水彩で人物画を描いてみよう～

【日　時】　2月8日㈭　午後1時30分～3時30分　
【対　象】　一般　【定　員】　20人　【費　用】　無料
【講　師】　永石 賢一 氏　【持参品】　筆記用具
【場　所】　小浜町南本町公民館
【申込先】　生涯学習課小浜駐在　☎0957-74-5501
【申込期間】　1月22日㈪～2月2日㈮

　講師の実体験を元に、公共交通機関の島原鉄道を利用
した島原半島の観光の穴場や特産品などについて楽しく
学びましょう。

島鉄で行く
島原半島の楽しみ方教室

【日　時】　�1月27日、2月3日・10日  
毎週土曜　午後7時30分～9時30分

【対　象】　働き盛り・子育て世代男性
【定　員】　15人（先着順）　　【費　用】　無料
【講　師】　竹馬 聖也 氏（トレーナー、せいたい風：院長）
【持参品】　タオル、飲み物、軍手（手の保護用）
【場　所】　愛野武道場
【申込先】　生涯学習課愛野駐在　☎0957-36-0616
【申込期間】　1月9日㈫～23日㈫

　生活改善方法や栄養のお話を交えながらの柔軟体操、
ストレッチ、ミット打ちや体幹、インナーマッスル、ア
ウターマッスルを鍛錬します。

男性応援講座①
（腰痛予防の運動教室）

【日　時】　 2月2日・9日・16日・23日� �
毎週金曜　午後7時30分～8時30分

【対　象】　一般　 【定�員】　15人（先着順）　【費�用】　無料
【講　師】　森下 祐樹 氏
【持参品】　タオル、飲み物
【場　所】　南串山保健福祉センター（多目的集会室）
【申込先】　生涯学習課南串山駐在　☎0957-88-3114
【申込期間】　1月9日㈫～26日㈮

　ゆっくりした動作を数十秒×何セットか組み合わせて、
短い動きで効果が出る体幹ストレッチを体験しましょう！

体幹ストレッチ教室

【日　時】　2月17日㈯　午後0時30分～5時
【対　象】　働き盛り・子育て世代男性
【定　員】　15人（先着順）　【費　用】　500円（当日徴収）
【講　師】　山口 照男 氏
【持参品】　エプロン、三角巾、タオル、筆記用具
【場　所】　愛野保健福祉センター
【申込先】　生涯学習課愛野駐在　☎0957-36-0616
【申込期間】　1月9日㈫～23日㈫

　手打ちうどんを作ります。こねる、ねかせる、のばす、
切る、茹でる、食べる。全ての工程を体験。

男性応援講座②
（男の手打ちうどん教室）

【日　時】 2月15日・22日（野外撮影体験(少雨決行)）、
3月1日　いずれも木曜　午後1時～4時　

【対　象】　一般  【定員】　10人  【費用】　400円（現像代など）
【講　師】　荒木 喜八郎 氏（長崎県美術協会会員）
【持参品】　デジタルカメラ　
【場　所】　 2月15日、3月1日 国見農村環境改善センター 

2月22日 雲仙市歴史資料館国見展示館  
　　　　 (神代小路地区野外撮影)　

【申込先】　教育委員会国見駐在　�☎0957-78-1100　
【申込期間】　1月9日㈫～2月9日㈮

　写真撮影の基本から撮影のコツなどを学びます。最終日
には撮影した写真のグレードアップ感を体験しましょう。神
代小路地区の町並みや緋寒桜の野外撮影を予定しています。

たのしく学ぶ写真教室

【日　時】　1月18日㈭　午前10時～11時30分
【対　象】　一般　　【定　員】　15人　　【費　用】　無料　
【講　師】　松尾 辰也 氏　（療術師　介護支援専門員）
【持参品】　動きやすい服装、タオル、飲み物
【場　所】　小浜町南本町公民館
【申込先】　生涯学習課小浜駐在　☎0957-74-5501
【申込期間】　1月5日㈮～15日㈪

介護予防のためのストレッチ教室
　疲れを取るストレッチと、日常生活で使う筋力を維持
する筋力トレーニング方法を体得しましょう。
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平
成
７
年
１
月
１７
日
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
創
設
さ
れ
た

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
は
、
災

害
時
に
お
け
る
自
主
的
な
防
災
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
災
害
へ
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し

た
１
月
１７
日
が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」、１
月
１５
日
か
ら
２１
日
ま
で
が
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
救
援
活
動
や
復
旧
支
援
活
動
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
被
災
者
へ
の
支
援
や
地
域
の

復
旧
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性

　
大
地
震
が
発
生
し
た
直
後
に
お
い
て
最

も
重
要
な
こ
と
は
人
命
の
安
全
を
守
り
、

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
発
災
直
後
の
初
期

段
階
で
火
災
を
い
か
に
早
く
鎮
圧
し
、
さ

ら
に
、
市
街
地
な
ど
で
の
延
焼
拡
大
を
限

ら
れ
た
人
員
で
い
か
に
効
率
的
に
防
止
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
同

時
に
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
っ
て
瓦
礫
の

下
な
ど
に
埋
も
れ
た
住
民
を
い
か
に
早
く

救
助
し
、
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
か
で
す
。

　
し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

交
通
網
が
寸
断
さ
れ
、
通
信
が
途
絶
し
、

い
わ
ば
被
災
地
が
孤
立
化
し
た
状
況
の
中

で
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
百
数
十
件
も
の

火
災
が
発
生
し
、
か
つ
多
数
の
救
助
・
救

急
事
象
が
集
中
的
に
発
生
し
た
た
め
、
通

常
の
公
的
消
防
力
だ
け
で
は
こ
れ
ら
の
膨

大
な
災
害
事
象
に
対
処
す
る
に
は
限
界
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
の
一
つ

に
、
震
災
時
に
は
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
効
率
的
な
連
携
活
動
が
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
被
害

の
大
き
い
震
災
時
に
は
、
住
民
が
す
べ
て

を
行
政
に
依
存
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ

り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

特
性
を
生
か
し
、
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
が
有
効
に
連
携
し
、
効
果
的
な
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
得
た
貴
重
な
教
訓
で
す
。

○
高
め
よ
う
！
地
域
の
防
災
行
動
力

　
震
災
な
ど
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
行
政
機
関
だ
け
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
地
震
な
ど
に
備
え
、地
域
で
の「
共

助
体
制
」
を
よ
り
充
実
強
化
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
災
害
時
に
お
け
る
活
動
は
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
す
ぐ
に
出
来
る
も

の
で
は
な
く
、
日
頃
の
訓
練
な
ど
を
通
じ

て
初
め
て
成
果
が
発
揮
で
き
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

を
機
に
、
日
頃
か
ら
の
「
防
災
・
減
災
」

へ
の
取
り
組
み
や
防
災
行
動
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

安心・安全なまちづくり

防災とボランティア 問　市民安全課　☎38-3111

住宅確保給付金とは？
　離職者で、就労能力や就労意欲のある人のうち、住宅を喪失している人または喪失する恐れがある人を対象として、住宅
費を支給するとともに雲仙市福祉事務所による就労支援などを実施し、住宅および就労機会の確保に向けた自立支援を行
います。
【支給対象者】　※原則一人一回の支給です。
　離職により経済的に困窮し、住居を喪失したまたは住居を喪失する恐れがある人で、下記の①～⑤および支給要件の全
てを満たす人。
　①申請日において、65歳未満、離職の日から2年以内であること。
　②離職前に、主として世帯の生計を維持していた人であること。
　③ハローワークに求職の申込をしていること。
　④ �国の雇用施策による貸付または地方自治体が実施する類似の給付などを、申請者および申請者と同一の世帯に属す

る者が受けていないこと。
　⑤申請者および申請者と同一の世帯に属する者のいずれも暴力団員ではないこと。
【支給要件】
　1.　収入要件　申請月の世帯収入合計が、基準額+家賃以下であること。
　2.　資産要件　申請時の世帯の預貯金合計額が基準額以下であること。
　3.　就職活動要件　ハローワークでの月2回以上の職業相談、相談支援窓口での月4回の面接支援など。
　　※１および２の基準額については世帯人数などにより異なるため申請時点で説明します。
【支給額】　賃貸住宅の家賃額（※上限あり）
【支給期間】　原則3カ月
【支給方法】　住宅の貸主（大家など）に直接振り込みます。� 問　保護課　☎36-2500

住宅の確保を支援します
離職による困窮でお困りの人へ住宅および就職機会の確保に向けた支援を行います。
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島原半島の富士山

口之津の富士山の山頂から見た景色。口之津の港町の
向こうに、天草ジオパークも見えます。

　

お
正
月
と
い
え
ば
富
士
山
で
す

が
、
島
原
半
島
の
口
之
津
に
も
富
士

山
が
あ
り
ま
す
。地
域
の
人
か
ら「
ご

ん
げ
ん
さ
ん
」と
呼
ば
れ
、親
し
ま
れ

て
い
る
こ
の
山
の
頂
上
に
は「
富
士

山
神
社
」と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ
り

ま
す
。

　

富
士
山
神
社
は
今
か
ら
1

�
0
�0�

0
年
以
上
前
の
平
安
時
代（
西
暦

8
2
6
年
）に
創
建
さ
れ
た
、歴
史
あ

る
神
社
で
、
日
本
一
高
い
富
士
山
の

山
頂
に
あ
る
浅せ

ん
げ
ん間
大た
い
し
ゃ社
奥お
く
み
や宮
と
同

じ
、
農
業
の
神
様
で
あ
る
ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
と
、
火
と
水
の
神
様
で
あ
る

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
ご
夫
婦
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
し
て
も
、

な
ぜ
こ
の
山
に
日
本
一
の
富
士
山
と

同
じ
神
社
が
創
建
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、山
頂
か
ら
口
之

津
の
町
が
一
望
で
き
る
こ
と
に
加

え
、
こ
の
山
の
形
が
日
本
一
の
富
士

山
に
似
て
い
た
た
め
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
富
士
山
は
と
も
に
玄
武

岩
を
噴
出
す
る
火
山
で
す
が
、
日
本

一
の
富
士
山
の
活
動
は
約
10
万
年
前

か
ら
で
、
口
之
津
の
富
士
山
は
約

1
5
0
万
年
前
の
噴
火
に
由
来
し
ま

す
。低
く
て
も
、口
之
津
の
富
士
山
の

方
が
日
本
一
の
富
士
山
よ
り
ず
っ
と

年
上
で
す
。

　
口
之
津
の
富
士
山
の
標
高
は
わ
ず

か
1
8
0
m
で
す
。こ
の
正
月
は
、小

さ
な
富
士
山
と
、
そ
の
頂
上
か
ら
島

原
半
島
を
見
守
り
続
け
て
い
る
神
様

に
会
い
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

小
さ
く
て
も
年
上
　―
口
之
津
の
富
士
山
―

問　
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会

�

☎
０
９
５
７（
6５
）５
５
４
０

第17回島原半島ユネスコ
世界ジオパークセミナー
日　時：1月27日㈯　
　　　　午後1時30分～3時30分
場　所：がまだすドーム  セミナー室
　　　　（雲仙岳災害記念館）
　　　　（島原市平成町1-1）
参加費：無料
発表者：長崎大学、佐賀大学大学院生
題　目：�島原半島の魅力発見！～ジオパーク

学術研究成果発表会～
内　容：�平成29年度島原半島ジオパーク学術

研究奨励事業を活用し、島原半島の
湧水群や歴史・文化について、研究し
た成果を発表します。

第7回島原半島ユネスコ世界ジオパーク検定
チャレンジ募集
日　時：2月11日㈰
　　　　午前10時30分～11時30分
場　所：島原市有明総合文化会館
申込方法：�島原半島ジオパーク協議会のホームページまたは

ジオパーク検定事務局に設置している申込用紙に
必要事項を記入の上、申し込んでください。

検定料：高校生以上1080円、中学生以下540円
申込〆切：� 1月22日㈪　(必着)
申し込み・問：ジオパーク検定事務局
 (島原半島ジオパーク協議会事務局　☎0957-65-5540)

めざせ
ジオ通！
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　平成30年４月より、市内の下水道使用料などを以下のとおり統一しますのでお知らせします。(新算定使用
料の額が旧算定使用料の額を超えた場合は、緩和措置として２年間の経過措置を設けています。)

【新　使用料 (税抜価格 )】
①市水道を使用した場合

項目 処理水量区分 料金単価
基本料金 0～ 5㎥ 1,000 円
超過料金 1㎥につき 120円

※雲仙、愛野地区については、統一により算定方法が変わります。

②自家水のみまたは市水道と自家水を併用して使用した場合 (原則、下水道メーター器を設置 )
下水道メーター器 自家水のみ 市水道と自家水を併用

設置できる 下水道メーター器の使用水量を汚水
量とする

市水道使用水量と下水道メーター器の使用
水量の合算

設置できない 認定水量　1人 7㎥ 市水道使用水量と認定水量
1人 2㎥の合算

※上記で算出した汚水量を基に①により使用料を算定。

問　下水道課　☎38-3111

　償却資産の対象となるものを市内に所有する人は、「所得税の確定申告や市県民税の申告」とは別に、『償却資
産』の申告が必要です。申告書や耐用年数表は、税務課固定資産税班または各総合支所地域振興課にあります。
【申告期限】　１月31日㈬まで
【申 告 先】　税務課固定資産税班または各総合支所地域振興課　（郵送でも提出できます。）
●償却資産とは
　会社や個人の事業者、農林水産業、アパート経営者などが所有する土地・家屋以外の事業用資産で、その減価
償却費が法人税や所得税の所得計算で、損金または必要経費として計上されるものをいいます。
●償却資産の具体例

業　　種 資　　　産
農業 ビニールハウス、温室、籾摺機、管理機、高設栽培棚など
アパート経営 舗装、フェンス、看板など
飲食店 テーブル、厨房用品、カラオケ、冷凍冷蔵庫、レジスターなど
小売店 陳列台、ショーケース、自動販売機、冷蔵庫、看板など
工場 旋盤、プレス機、溶接機、切削器具、受変電装置など
サービス業 理容・美容器具、洗車機、遊戯器具、洗濯機、ゲーム機など

◎家屋を取り壊したら「家屋滅失届」の提出をしましょう
　家屋を取り壊した後、速やかに家屋滅失届を提出しないと、固定資産税が課税されることがあります。お早め
に提出をお願いします。

問　税務課　固定資産税班　☎38-3111

雲仙市下水道使用料等の統一について

償却資産がある人 は申告しましょう
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のお知らせ福祉
障害者（児）巡回歯科診療

【期日場所】　１月５日㈮、12日㈮、19日㈮、26日㈮
　　　　　　県南保健所

【時間】いずれも午前10時30分～
【申込】在宅の人は、歯科巡回申込書を福祉課高齢障
害班、市役所総合窓口課または、各総合支所地域振興
課へ、施設利用の方は、申込書を施設から直接長崎口
腔保健センター（☎095-848-5970）へ提出してく
ださい。申込書は長崎口腔保健センターのほか、市役
所窓口でもご準備できます。

広報うんぜん音声ＣＤの貸出と配布に
ついて

【音訳ＣＤの貸出】
　「広報うんぜん」をＣＤに録音したものを、無料で
貸し出します。（貸出期間は２週間です。）
（貸し出し場所）　福祉課・総合窓口課・各総合支所地
域振興課・雲仙市図書館および各公民館図書室

【音訳ＣＤの配布】
　「広報うんぜん」の音声ＣＤを、身体障害者手帳（視
覚に障害のある人）をお持ちの人には無料で配布して
います。ご連絡ください。
　利用される人は、市役所・福祉事務所・各総合支所
の窓口でお受け取りください。

視覚に障害のある人に生活訓練への
参加ＰＲをお願いします！ 
　視覚に障害のある人を対象に、日常生活向上のため
の支援を行っています（参加費無料）。雲仙市福祉事
務所から愛野保健福祉センター間はマイクロバスでの
無料送迎も行っています。

【期日場所】　1月10日㈬、17日㈬　
　　　　　　愛野保健福祉センター

【時間】　午前10時～午後2時（点字訓練）

通学支援事業について
　「通学支援事業」は、特別支援学校（小・中学部・高等部）への通学に係る保護者の負担軽減や、
児童・生徒の自立促進を目的とした事業です。児童・生徒が安心、安全に通学できるよう、通学
時にヘルパーが付き添い、障害の程度や特性に応じて必要な支援を行います。
　保護者からは、「この制度を活用してヘルパーさんに自宅から学校間の往復を付き添っていただ
いています。経済的な負担はありますが、私も働く時間が確保され、心の余裕もでき、大変助かっ
ています。安心安全に通学できるのが一番ありがたいです。とても良い事業に取り組んでいただ
いて感謝しています」との声をいただいています。詳しくは福祉課までご相談ください。

障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事業者）は、
巡回相談を行っています。お気軽にご相談ください。　

【期日場所】　１月15日㈪　国見総合支所　
【時間】　午後１時30分～午後4時　（予約不要・無料）

問 福祉課高齢障害班
☎36-2500

特別支援学校の紹介
　現在、県内には分校や分教室も含めて、２4の特別支
援学校があります。障害のある子どものために、卒業後
の社会生活も視野に入れながら、一人一人の障害の状態
や教育的ニーズに応じてきめ細やかな指導を行っていま
す。
　長崎県立島原特別支援学校は、本校小・中学部（島原
市新田町）、高等部（島原市南崩山町）、南串山分教室（雲
仙市南串山町）の三校舎で教育を行っています。教科学
習と合わせて、生活体験を積み重ねながら生活能力や社
会性の育成にも努めています。中学部と高等部では、作
業学習・就労体験等を通して働く意欲や態度を培ってい
ます。南串山分教室には、現在、小・中学部の児童生徒
１１人が在籍しています。地域の小・中学校、高等学校と
の学校間交流や、希望に応じて在籍する児童生徒の居住
地校交流を行うなど地域に開かれた学校づくりを推進し
ています。
　島原特別支援学校では、教育相談や学校見学にも三校
舎で随時対応しています。お子様の発達や学習・生活面、
進路に関すること、特別支援学校に関することなど、何
でもお気軽にご相談ください。

〈問〉
島原特別支援学校小・中学部
（教頭）
☎０９５７-６4-44６3

子ども支援部会だより

南串山分教室
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

のお知らせ福祉

　11月24日に開かれた雲仙市議会臨時会の同意によ
り、同日付で酒井恭二議員が雲仙市監査委員に選任さ
れました。 問　監査事務局　☎38-3111

■雲仙市監査委員が選任されました　

１月の相談日は、１月25日㈭
ふるさと会館研修室２
相談は、１人約50分程度
※就職先をご紹介するものではございません。

【対象】　市内在住または雲仙市へＵＪＩターン希望の人
【相談の時間帯】� ①�午前10時30分～11時20分
� ②�午前11時30分～午後0時20分
� ③�午後1時30分～2時20分
� ④�午後2時30分～3時20分
� ⑤�午後3時30分～4時20分
� ＊事前に電話予約してください。
 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■就職したい人を応援します
　～就職支援相談～

　専門の相談員による創業・起業支援相談会を開設
しています。大まかなイメージ、漠然とした夢の段階
でも構いません。お気軽にお申し込みください。

【日時】　１月23日㈫� ①午後２時～午後3時
� ②午後3時～午後4時

【場所】　吾妻町ふるさと会館　２階研修室２
【対象】　�雲仙市内での創業・起業をお考えの人、創業・

起業間もない人��
＊事前に電話予約してください。

 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■あなたの夢を仕事にしませんか？
　創業・起業支援相談会

　ハローワーク諫早の巡回相談は毎月第２水曜日です。
【日時】　１月10日㈬�午前10時30分～午後3時15分
【場所】　雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
【対象】　ひとり親家庭のお父さん、お母さん
【内容】　職業相談、職業紹介（１人45分程度）
� ＊事前に電話予約してください。
�問・申込　子ども支援課子育て支援班　☎36-2500

■ハローワーク諫早巡回相談

平成29年分公的年金等の「源泉徴収票」が送付されます！
　老齢等の年金を受給している人に、日本年金機構か
ら「平成29年分公的年金等の源泉徴収票」が、平成30
年１月中旬から下旬にかけて順次送付されます。
　平成29年中に受け取られた年金額や源泉徴収され
た金額などをお知らせする資料であり、所得税などの
確定申告および住民税申告の際には添付資料となり
ますので大切に保管してください。
　ただし、障害年金や遺族年金の場合は、非課税所得
のため源泉徴収票の送付はありません。
◎源泉徴収票に関するお問い合わせ
　ねんきんダイヤル　　　　　0570－05－1165
　諫早年金事務所　　　　　　0957－25－1662
　総合窓口課　　　　　　　　0957－38－3111

■国民年金からのおしらせ

　任期満了により福田保委員、山中藤久委員が勇退さ
れ、後任の教育委員に中村妙子氏、森下祐樹氏が就任
されました。
【新任】
平成29年12月２日付
中村�妙子、　森下�祐樹
【退任】
平成29年12月１日付
福田��保、　山中�藤久
【教育委員会の構成】
（括弧内は任期）
教育長　山野　義一　
　（平成29年3月１日～平成32年２月29日）
委員（教育長職務代理者）　德永　卓
　（平成26年12月２日～平成30年12月１日）
委員　平山　田鶴子
　（平成27年12月２日～平成31年12月１日）
委員　中村　妙子
　（平成29年12月２日～平成32年12月１日）
委員　森下　祐樹
　（平成29年12月２日～平成33年12月１日）
 問　教育委員会　総務課　☎37-3113

■「雲仙市教育委員の異動」について

中村委員 森下委員

任期：平成29年12月2日～平成32年12月1日（敬称略）
固定資産評価審査委員会委員　平野康麿（南串山町）
固定資産評価審査委員会委員　北平正美（愛野町）
固定資産評価審査委員会委員　酒井久幸（瑞穂町）

 問　税務課　☎38-3111

■ 雲仙市固定資産評価審査委員会委員が
任命されました

平野委員 北平委員 酒井委員

　市が発注する「建設工事」、「建設コンサルタント等
業務」の競争入札・見積に参加を希望する人を対象に、
入札参加資格審査申請の定期受付を行っています。
受付期限　１月24日㈬　午後５時まで
申請方法　「電子申請システム」を活用した書面申請
※詳しくは、市のホームページ「入札・契約情報」をご覧ください。
有効期間　平成30年4月１日～平成31年3月31日
※�「物品調達・その他業務」については、有効期間を２年間（平
成29～30年度）としているため今年度受付は行いません。

 問・提出先　契約検査課　☎38-3111

■入札参加資格審査申請の定期受付について

● 広報うんぜん
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　雲仙市では、一般競争入札により市有物品を売却します。
入札物品の内容
　厨房機器類（ガス回転釜、調理台、湯沸かし器など）
　最低売却価格…各1,000円
　数量：計36台　　所在地：旧雲仙市吾妻愛野学校給食センター（吾妻町阿母名1110）
申込受付期間　１月10日㈬～25日㈭
　※閉庁日（土日・祝日）は除く。受付時間は、午前９時～午後５時
提出先
　財産管理課（市役所本庁2階）または各総合支所
　※郵送の場合は、申込受付期間内に財産管理課必着で、簡易書留に限る。
一般競争入札日時・会場
　1月31日㈬　雲仙市役所本庁舎別館３階会議室1　午後1時30分から受付　午後2時より入札
申込方法
　�　財産管理課・各総合支所(地域振興課)に備え付けの市有物品売払い入札実施要領をご覧になり、所定の一般
競争入札参加申込書に必要事項を記入し、申込に必要な書類などを添えてお申し込みください。
　※現状でのお引き渡しとなりますので、事前に現物をご確認ください。
入札参加資格など
　暴力団員または関係者などでないこと。税を滞納してないこと。公序良俗に反する利用でないことなど。
売却条件など
　物品の搬出やその際に必要な対応などは全て落札者の負担で行うこと。
　引渡し方法は現状渡しとし、引渡し後の不調や故障については一切補償しません。
　引渡し後は、落札者が継続して使用するものとし、転売はできません。
売却決定方法
　最低売却価格以上の最高の価格で入札をした人に売却します。
　※�詳しくは市ホームページまたは財産管理課・各総合支所備付の市有物品売払い入札実施要領をよくご覧くだ
さい。その他詳細については、財産管理課に問い合わせてください。 問　財産管理課　☎38-3111

■市有物品を公売します　

　小・中学校児童生徒の就学費用に経済的理由でお困りの保護者の皆様に、学用品費、医療費、学校給食費などの費
用の一部の援助を行います。（認定には一定の基準があります。）
援助を受けることができる人　　平成30年度に小・中学校に在籍する児童生徒の保護者
提出書類　�「就学援助申請書」のほか申請理由に関係する書類の写しなどが必要です。申請書は、教育委員会学校教

育課や生涯学習課各駐在に備え付けてあります。雲仙市ホームページからも申請書をダウンロードでき
ます。

提出期限　３月30日㈮まで　
※4月分からの援助を希望する場合は、期限までに申請してください。
※前年度に引き続き援助を希望する場合も、申請が必要になります。 問　学校教育課　☎37-3113

■平成30年度就学援助申請を受け付けています

派遣期間　3月20日㈫～23日㈮　3泊4日　　派遣先　大韓民国全羅南道求礼郡（雲仙市の姉妹都市）
募集団体　1団体程度※派遣団体につきましては、申込書類などに基づき市が選定いたします。
対象団体　 ① 雲仙市に居住するまたは、勤務するもので構成され、雲仙市を中心に活動を行っている構成員5人

以上15人以下の団体。
　　　　　②当該事業実施について、公的機関などから補助金等の交付を受けていない団体。
内　　容　 求礼郡内の視察、韓国文化体験（過去の例：サンシュユ花祭り、押し花作り体験、ビビンバ作り体験

など）、求礼郡の地域住民との交流　※内容は変更する場合があります。
参加費用　1人当たり9万円程度
　　　　　 　ただし、参加者1人当たり3万円程度（派遣費用の約1/3）の自己負担とし、残額（派遣費用の約

2/3）を雲仙市が負担（助成）します。
　　※ 費用については、増減することもあります。なお、次の費用は全額自己負担とします。パスポート取得諸

費用・食事代・超過手荷物運搬料金・電話代など
申込方法　 雲仙市国際交流団体派遣事業申込書（市ホームページ掲載分または観光物産課および各総合支所窓口

に設置分）に必要事項を記載し、観光物産課または各総合支所窓口に提出してください。
申込締切　1月19日㈮ 問　観光物産課　☎38-3111

■雲仙市国際交流団体派遣事業参加団体募集！

● 広報うんぜん
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1．公売物件
土地　所在地…小浜町南木指字耳採2786番１
　　　地目…宅地、登記面積…7,760.44㎡
建物（未登記物件）
　①� 陶芸館�（昭和55年２月建築）
� 構造…�鉄骨・鉄筋コンクリート造ルーフィング葺�

平屋建
� 床面積…571.39㎡
　②� 陶芸作業場�（平成12年７月建築）
� 構造…木造合金メッキ鋼板葺平屋建
� 床面積…73.00㎡
　③� 茶室（「惜梅亭」　・昭和55年8月建築）
� 構造…木造瓦葺一部銅板葺平屋建
� 床面積…64.14㎡
2．売却方法　一般競争入札（土地・建物一括売却）
３．最低売却価格　　921,000円
　�　購入された翌年度から当該物件について固定資
産税が課せられます。
4．申込資格
　�　個人または法人で、市内・市外を問いません。公売物件の利用
計画提案書で提案された計画を実施できる、税を滞納していない
など一定の制限があります。
5．売却条件
　�　利用用途は事務所・店舗、福祉施設など市が認めたもので、惜
梅亭を５年間以上茶室として使用いただきます。購入後５年間は
原則として所有権を第三者に移転することはできません。

6．入札日および会場
　期日　２月28日㈬　午後２時から
　会場　雲仙市役所本庁別館２階　会議室
7．申し込みの受付期間
　１月22日㈪～２月16日㈮
　（�土日祝日を除く毎日午前8時30分から午後５時
15分まで。)

8．申し込み場所
　財産管理課
9．申し込み方法
　�　受付期間内に必要書類を財産管理課へ提出して
ください。（郵送による申し込みはできません）

※�詳しくは財産管理課および各総合支所地域振興課
もしくは雲仙出張所に備え付けの「案内書」、また
は市ホ－ムページをご覧ください。

 問　財産管理課　☎38-3111

　気温が氷点下を下回ると水道管が凍結しやすくなり、水が出なくなったり破損することがあります。万が一凍結
し水道管が破損すると、修理に多額の費用を要してしまう恐れがありますので、寒くなる前に水道管の凍結防止を
お願いします。
■特に凍結に注意する箇所
　屋外の水道管がむき出しになっているところや北側の日当たりの悪いところ、風当たりの強いところにあるもの。
　※空き家や長期に渡り不在になる場合は、水道管の凍結破損の発見が遅れますので特にご注意ください。
■凍結を防ぐには
　�むき出しの水道管は、保温材（市販）を巻きつけて保護し、その上からビニールテープなどを巻いて、保温材が濡れ
ないようにしてください（保温材は毛布や布などで代用できます）。

■水道管が破損してしまった場合は
　�水道管が破損した場合は、メーターボックス内のバルブを閉めて水を止めてください。その後、市指定給水装置工
事事業者に修理を依頼してください。（市指定給水装置工事事業者一覧は市ホームページにも掲載しています。）
　※�敷地内の水道管の破損などによる修理については、所有者の負担となります。
 問　水道課　☎38-3111

■水道管の凍結にご注意ください

〔
広
告
〕

■旧小浜ふれあいの村陶芸館および茶室などを公売します

【
惜
梅
亭
】
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問　総合窓口課または各総合支所

　市では生ごみ処理機器などを購入する際の費用の
1/2を補助する制度があります。コンポスト・電気式
処理機どちらでもＯＫです。ぜひご活用ください！
コンポスト補助上限…1個あたり5,000円（2個まで）
電気式処理機補助上限…1基あたり20,000円（1基まで）
 問　環境政策課　☎38-3111

■ 生ごみ処理機器等購入費補助制度を
ご活用ください！

〔
広
告
〕

　市では、住民票や税の証明書などの時間外交付サー
ビスを実施しています。
　 利用できる交付サービス

　（ 平日午後７時まで、  
休日午前８時30分～午後７時まで）

（１）住民票
（２）�所得、納税関係…所得証明書、所得・課税証明

書、課税証明書、非課税証明書、納税証明書、国
民健康保険税納付額確認書

（3）�固定資産関係…評価証明書（土地・家屋）、価
格通知書（土地・家屋）、公課証明書、名寄帳写、
車庫証明、資産未所有証明書、地籍図、図根点
一覧表、一筆図形、筆属性一覧表

※受け取りを希望する本庁・支所へ時間内（平日午前
8時30分～午後５時15分）にご連絡ください。
予約がないと交付できません。
�詳しくは市ホームページをご覧になるか、関係課へお
問い合わせください。
 問　（１）総合窓口課　（２）（3）税務課　☎38-3111

■時間外交付サービスのご案内

　市民の皆さんには日頃からごみの分別にご協力い
ただき、心よりお礼申し上げます。
　空き缶・びんをごみに出す際に気をつけていただ
きたいポイントがあります。
　次のことにご留意のうえ、出していただくようお願
いします。
●缶・びん共通
　空き缶と空きびんで袋が違います。きちんと分けて
入れてください。
　空き缶は水色の文字、空きびんはオレンジ色の文字
の袋です。
　缶詰やジュースなど、飲食物が入っていたものだけ
が対象です。
　スプレーかんや化粧びんなどは入れないでください。
　中身を残さず、水で軽くすすいでから出してください。
　タバコの吸いがら、その他のごみを入れないでくだ
さい。
　さびていたり、汚れのひどいものは燃えないごみに
出してください。
●空き缶
　ボトルタイプの缶のふたは材質が同じなので付け
たままでも大丈夫です。
　缶は処理場でスチールとアルミの選別をしますの
で、つぶさないでください。
●空きびん
　はずせるフタは必ず取って、プラスチックなら燃え
るゴミに、金属なら燃えないゴミで出してください。
　ラベルは無理にはがす必要はありません。
 問　環境政策課　☎38-3111

■空き缶・びんの処理について
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～

２８
日
㈰　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
ま
で（
受
付　
午
後
３
時
ま

で
）※
雨
天
・
降
雪
時
中
止

参
加
費　
無
料

☆
冬
の
星
座
教
室

日
時　
１
月
１9
日
㈮

　
　
　
午
後
８
時
～
９
時
30
分

参
加
費　
１
０
０
円

申
込
方
法　
１
月
１6
日
㈫
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込

　
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
９
５
７（
７6
）５
０
１
０

■
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん

　

引
き
こ
も
り
や
不
登
校
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
3
日
曜
日

�

午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
愛
野
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

問　
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん

�

代
表　
草
野
友
一

�

☎
０
９
０（
３
４
１
９
）４
１
３
４

■
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
　平
成

30
年
度
受
講
生
募
集

【
４
月
入
所
コ
ー
ス
】

募
集
期
間

　
１
月
１9
日
㈮
～
３
月
１
日
㈭

選
考
日　
３
月
１4
日
㈬

【
６
月
入
所
コ
ー
ス
】

募
集
期
間

　
３
月
２２
日
㈭
～
５
月
１
日
㈫

選
考
日　
５
月
１6
日
㈬

問　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

�

☎
０
９
５
７（
２２
）２
３
２
４

�
ま
た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■�政治家の寄附は禁止、有権者が�
求めることも禁止されています

・�秘書などが代理で出席する場合の結婚祝い
・�地域の運動会・スポーツ大会への飲食物
等の差入
・�お祭りへの寄附・差入
・�町内会の集会・旅行等の催物への寸志・
飲食物の差入
・�落成式・開店祝等� �
の花輪
・�病気見舞
・�お歳暮・お年賀
・�入学祝・卒業祝
・�葬儀の花輪・供花
・�秘書などが代理で� �
出席する場合の葬儀の香典
　これらのものも、政治家の寄附禁止の
対象となります。「贈らない」「求めない」
「受け取らない」の【三ない運動】をみんな
で徹底しましょう。
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　求礼の5日市場は�3と8の付く日に開かれる伝統的な
市場です。
　この市場は、1959年１月21日に正式に開設され、
2005年６月21日には、施設の現代化事業として、現在
の場所に伝統木造韓国式家屋構造へと新しく生まれ変わ
りました。
　市場には167もの店舗があります。特産品は、智

チ
異
リ
山
サン
を基盤とする山菜や漢方薬、求礼キュウリ、甘柿などで、近

隣の市や郡から新鮮な水産物なども持ち込まれ、１日の利用客は、約5,000人にもなります。

有明しまばら法律事務所 １．不動産登記／相続、贈与、売買、抵当権設定等
１．商業登記／会社設立、役員変更等
１．成年後見人申立、農地法申請手続

司法書士／行政書士

平野康麿事務所
・相続登記はお済み
ですか？

・遺言は書かなくて
大丈夫ですか？

お気軽にご相談
ください 雲仙市小浜町北野１０５５番地

ＴＥＬ　０９５７‒７４‒５５１２
E-mail:hirano_55@yahoo.co.jp

ひ ら の や す ま ろ

　雲仙市の皆さん、こんにちは！セへボクマニバドゥセヨ（あけましておめでとうございま
す！）
　私は11月17日から19日までソウルで開催された旅行博覧会に参加してきました。旅行
博覧会は世界の色んな国の自治体や旅行関係者がブースを出展し、PRするイベントです。
旅行情報を得たり、旅行商品を安く予約できたりするので、旅行に興味を持っている方が
たくさん博覧会場を訪れました。
　最近は、ソウルから長崎の直行便もあり、韓国からの観光客も多いのですが、まだまだ
雲仙市のことをご存知でない人も多いので、私も長崎県のブースで雲仙市のPRをしました。
　韓国でも、長崎のちゃんぽんとカステラがとても人気なので、多くの人々が長崎県ブースに興味を持ってください
ました。その中では、すでに雲仙市を訪問したことがある人もいらっしゃり、「温泉がとても良かった」、「小浜ちゃん

ぽんが本当に美味しい」、「雲仙地獄がすごかった」などの感想も頂きま
した。
　そして「雲仙市に行ってみたいけど、アクセス方法がわからない」、
「雲仙市の見所を教えてもらいたい」、「温泉の情報を知りたい」という
声もありました。今回の博覧会では、いろいろな声が聞けたので、良
い勉強になりました。今後、この経験を活かしていきたいと思います。
　また、今年度から雲仙市観光物産課のフェイスブックページから韓
国語で観光情報を発信できるようになりましたので、今回は会場でも
フェイスブックを紹介しました。これからも私が経験した雲仙市の良
いところやオススメしたいものを韓国の方々に発信し、たくさんの方
に雲仙市の魅力を知ってもらえるように頑張りたいと思います。

チェさんの活動日記
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人のうごき（11月末） ［住民基本台帳月報］
■人　口：44,614人　　（前月比－40人）
　　男性：21,159人　　女性：23,455人
■世帯数：17,204世帯　（前月比－16世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

10歳未満 3,412人
10～20代
7,519人

30～40代
9,287人

50～60代
13,616人

70～80代
9,579人

90代～ 1,201人
●雲仙市の人口割合（11月末）

▼先月号、建築課の津田晃平さんの「慣れる＜成れる」について、思うところを書きます。含蓄のあるユニークな文章で、
有能な職員さんが採用できていた事に意を強くした次第です。▼私が津田さんに問いかけた「なれましたか」は完全に「慣
れましたか」の意味でした。新入りの職員さんに言葉を掛ける間合いが有る時（めったに有りませんが）、ほぼ条件反射
的にそう言ってしまうのです。なぜならば職員さんと顔を合わせた時、いつ採用されたのかの判断がおぼつかないのが
現実で、その人が採用間もない人かどうか区別がつかないのです。今でも常時写真入りの職員名簿（この写真が随分前
の写真で皆さん若い）を携行し、決裁文書で名前を見て顔が思い浮かばないと職員名簿で改めて写真を見ることを約5年
繰り返していてもそうなのです。先日、職員名簿用の写真撮りをしているのを見かけて「やっと撮り直してくれている」
と思いました。▼それから津田さんが「『慣れないようにしたい』という思いで業務にあたっている」というのは大賛成
でとても大事なことだと思います。自分に置き換えてみても市長に就任させていただいた平成25年1月13日の自分と、こ
の原稿を書いている平成29年11月26日の自分は、内面的に全く別人のような気すらするのです。それが「慣れ」からき
ているのであれば、裸の王様的な存在になってしまう。その事を最も怖れています。▼「有意注意」という言葉があり
ますが、意識して毎日自分の「あしもと」を見て、心の中を掃除し続けないと、無意識のうちに昨日と同じことしかで
きなくなるのは真実のような気がします。私も前回市長選の公約に「応え」られるよう毎日努力することを約束します。
 雲仙市長　金澤　秀三郎

意識して毎日自分の「あしもと」を見て、心の中を掃除し続ける

市長のコラム

問　国民宿舎　望洋荘　☎74-3141

神霊が舞い降りると言われる松の木。松湯には一年
の無事を祈る願いが込められています。
松の葉に含まれる精油成分によって、血行を促進。
神経痛、リウマチ、腰痛の緩和が期待できます。
“松湯”を皆さんでお楽しみください。

“季節の湯”のご紹介
今月は “松湯”

＊季節湯は毎月日曜１階露天風呂＊

〔
広
告
〕

ふるさと情報発信アプリ「このさき長崎」配信中！
　進学や就職で県外に出た人や本県ゆかりの人などを
対象に県内の旬の情報を発信するアプリを無料配信中
です。

 問　長崎県広報課　☎095-895-2021

←ダウンロードは
　こちらから
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NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。
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　東京や静岡を拠点に活躍するタップダンスを取
り入れたジャズバンド�弾楽(だんらく)が雲仙市に
やってきます！フルート、ピアノ、ベースにタッ
プダンスを加えたユニークな編成で、子どもも大
人もみんなで楽しめるコンサートです！家族みん
なで、ぜひお楽しみ下さい♪

期日：１月14日㈰　午後3時～

場所：吾妻町ふるさと会館

チケット【全席自由】一般�1,000円　
　　　　　　　　　　小学生以下�500円

　大人1名につき未就学児1名までひざ上鑑賞可。
（座席が必要な場合は有料）
市内文化会館ほか、ローソンチケット（Ｌコード
83222）でも発売中！
お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください！

主催：�雲仙市文化会館自主文化事業振興会・�
雲仙市教育委員会

問　生涯学習課37-3113　

～恋にも仕事にも効く！第一印象アップ術～

恋愛したい…気になる人と仲良くなりたい…そんな思いを叶える全２回シリーズのレクチャーです。

第１回　１月21日㈰　午後４時～６時
男を磨くコミュニケーションとモテヘアアレンジ
　異性とのコミュニケーションのポイントをお伝え！モテヘアアレンジでは、好印象の髪型
を一人ひとりにアドバイス！
第２回　2月25日(日)午後1時～3時
出会いの質が劇的に変わるモテファッション
　似合う服装を個別にコーディネートします。ビジネスシーンに適したスタイルの相談も可。
場所：吾妻町ふるさと会館
対象：市内在住または勤務する未婚男性
申込・問：政策企画課　☎38-3111　お申し込みはお電話のほか、下記QRコードでも可能です。

講師紹介
木村えりな�氏（元CHANELパーソナルスタイリスト）
大学卒業後CHANELブティックにパーソナルスタイリストと
して勤務。5年間で1万人以上にアイテムの提案を行う。
2016年パーソナルスタイリストとして起業。ハイブランドだ
けでなく主婦目線のお財布に優しいアイテムセレクトが好評。
いつもの習慣を替え「新しいスタイル」をプロデュースします。
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